
 

 

 

斜台転移による舌下神経麻痺が初発症状となった肝細胞癌の一例 

 

１．研究の対象 

 2017 年 12 月 31 日までに当院で斜台転移による舌下神経麻痺を生じた肝細胞癌の方 

 

２．研究目的・方法 

2017 年 12 月 31 日までの当院での診療経過をまとめて、学術雑誌に報告します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

①研究対象者基本情報：年齢、性別、診断名、病歴、身体所見など 

②血液検査所見：血算、一般生化学、凝固、肝炎ウイルス検査、腫瘍マーカーなど 

③画像検査所見：CT 検査、MRI 検査、腹部血管造影検査など 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：木岡 清英 

  地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター 

〒534-0021 

  大阪市都島区都島本通２－１３－２２ 

  電話 ０６－６９２９－１２２１（代表） 
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